
No. 図録掲載
番号 指定 作者・制作地 作品名 員数 時代 材質・技法

プロローグ

1 66 桂
かつら

籠
かご

花
はな

入
いれ

一口 桃山時代　16世紀 竹製

第１章　村山龍平主催の第３回十八会

2 87 龍
りゅう

泉
せん

窯
よう

青
せい

磁
じ

刻
こっ

花
か

牡
ぼ

丹
たん

瑞
ずい

果
か

文
もん

壺
こ

一口 明時代　15世紀 磁器

3 88 景
けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

五
ご

彩
さい

雲
うん

鶴
かく

文
もん

瓢
ひさご

形
がた

振
ふり

出
だし

一口 明時代　17世紀 磁器

4 89 伊
い

賀
が

耳
みみ

付
つき

花
はな

入
いれ

　銘
めい

 慶
けい

雲
うん

一口 桃山時代　17世紀 陶器

5 神
かん

先
ざき

紹
じょう

和
わ

（1721?〜98?） 木
と く さ

賊・蕨
わらび

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

二曲一隻 江戸時代　寛政９年（1797）頃 紙本着色

6 唐
から

物
もの

八
はっ

角
かく

炭
すみ

取
とり

一口 明時代　17世紀 籐・竹製

7 （伝）辻
つじ

与
よ

次
じ

郎
ろう

（生没年不詳） 尻
しり

張
はり

釜
がま

一口 桃山時代　16～17世紀 鉄製

8 景
けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

古
こ

染
そめ

付
つけ

繋
つなぎ

丁
ちょう

子
じ

香
こう

合
ごう

一合 明時代　17世紀 磁器

9 90 八
はん

田
だ

玄
げん

斎
さい

（生没年不詳） 灰
はい

器
き

一口 桃山～江戸時代　17～19世紀 陶器

10 91 朝
ちょう

鮮
せん

彫
ほり

三
み

島
しま

茶
ぢゃ

碗
わん

　銘
めい

 朝
あさ

霧
ぎり

一口 朝鮮時代　17世紀 陶器

No. 図録掲載
番号 指定 作者・制作地 作品名 員数 時代 材質・技法

75 126 朝
ちょう

鮮
せん

御
ご

本
ほん

雲
うん

鶴
かく

筒
つつ

茶
ぢゃ

碗
わん

一口 朝鮮時代　17～18世紀 磁器

76 127 本
ほん

阿
あ

弥
み

光
こう

悦
えつ

（1558～1637） 黒
くろ

楽
らく

茶
ぢゃ

碗
わん

　銘
めい

 黒
くろ

光
こう

悦
えつ

一口 江戸時代　17世紀 陶器

77 45 野
の

々
の

村
むら

仁
にん

清
せい

（生没年不詳） 色
いろ

絵
え

忍
しのぶ

草
ぐさ

文
もん

茶
ぢゃ

碗
わん

一口 江戸時代　17世紀 陶器

エピローグ　村山龍平収集の茶道具　優品選

78 57 唐
から

物
もの

肩
かた

衝
つき

茶
ちゃ

入
いれ

　銘
めい

 薬
やく

師
し

院
いん

一口 南宋～元時代　13～14世紀 陶器

79 58 龍
りゅう

泉
せん

窯
よう

青
せい

磁
じ

筍
たけのこ

花
はな

入
いれ

一口 南宋時代　13世紀 磁器

80 59 瀬
せ

戸
と

・美
み

濃
の

白
しろ

天
てん

目
もく

一口 室町時代　16世紀 陶器

81 60 珠
しゅ

光
こう

（1423～1502） 茶
ちゃ

杓
しゃく

　銘
めい

 茶
ちゃ

瓢
ひょう

一口 室町時代　15〜16世紀 竹製

82 61 武
たけ

野
の

紹
じょう

鷗
おう

（1502～55） 茶
ちゃ

杓
しゃく

一口 室町時代　16世紀 竹製

83 62 信
しが

楽
らき

鬼
おに

桶
おけ

水
みず

指
さし

　銘
めい

 賤
しずの

女
め

一口 室町～桃山時代　16～17世紀 陶器

84 藪
やぶの

内
うち

竹
ちく

心
しん

（1678～1745） 千
せんの

利
り

休
きゅう

像
ぞう

一幅 江戸時代　18世紀 紙本墨画

85 63 千
せんの

利
り

休
きゅう

（1522～91） 茶
ちゃ

杓
しゃく

一口 桃山時代　16世紀 竹製

86 67 千
せんの

利
り

休
きゅう

（1522～91） 一
いち

重
じゅう

切
ぎり

花
はな

入
いれ

一口 桃山時代　16世紀 竹製

87 ◯ 唐
から

物
もの

丸
まる

壺
つぼ

茶
ちゃ

入
いれ

　銘
めい

 利
り

休
きゅう

丸
まる

壺
つぼ

一口 南宋～元時代　13～14世紀 陶器

88 64 黒
くろ

漆
うるし

中
ちゅう

棗
なつめ

一合 桃山時代　16世紀 木製漆塗

89 65 ◯ 長
ちょう

次
じ

郎
ろう

（生没年不詳） 黒
くろ

楽
らく

茶
ぢゃ

碗
わん

　銘
めい

 古
ふる

狐
ぎつね

一口 桃山時代　16世紀 陶器

90 68 朝
ちょう

鮮
せん

井
い

戸
ど

雷
らい

盆
ぼん

水
みず

指
さし

一口 朝鮮時代　16世紀 陶器

91 69 小
こ

堀
ぼり

遠
えん

州
しゅう

（1579～1647） 唐
から

竹
たけ

花
はな

入
いれ

一口 江戸時代　17世紀 竹製

92 70 高
たか

取
とり

鉄
てつ

釉
ゆう

茶
ぢゃ

碗
わん

一口 江戸時代　17世紀 陶器

93 71 高
たか

取
とり

鉄
てつ

釉
ゆう

砂
さ

金
きん

袋
ぶくろ

形
がた

建
けん

水
すい

一口 江戸時代　17世紀 陶器

94 74 野
の

々
の

村
むら

仁
にん

清
せい

（生没年不詳） 白
はく

釉
ゆう

鉄
てつ

釉
ゆう

流
ながし

耳
みみ

付
つき

水
みず

指
さし

一口 江戸時代　17世紀 陶器

95 73 野
の

々
の

村
むら

仁
にん

清
せい

（生没年不詳） 色
いろ

絵
え

煉
かん

鼓
こ

鶏
どり

形
がた

香
こう

炉
ろ

一合 江戸時代　17世紀 陶器

96 72 野
の

々
の

村
むら

仁
にん

清
せい

（生没年不詳） 銹
さび

絵
え

染
そめ

付
つけ

鴨
かも

形
がた

香
こう

炉
ろ

一合 江戸時代　17世紀 陶器

97 75
尾
お

形
がた

乾
けん

山
ざん

（1663～1743）
尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん

（1658～1716）絵付
銹
さび

絵
え

枯
こ

芦
ろ

小
しょう

禽
きん

図
ず

角
かく

皿
ざら

一枚 江戸時代　18世紀 陶器

98 76 尾
お

形
がた

乾
けん

山
ざん

（1663～1743）　 色
いろ

絵
え

立
たち

葵
あおい

文
もん

透
すかし

鉢
ばち

一口 江戸時代　18世紀 陶器

99 77 漳
しょう

州
しゅう

窯
よう

交
こう

趾
ち

黄
き

獅
じ

子
し

香
こう

合
ごう

一合 明時代　17世紀 陶器

100 78 漳
しょう

州
しゅう

窯
よう

呉
ご

州
す

染
そめ

付
つけ

周
しゅう

茂
も

叔
しゅく

香
こう

合
ごう

一合 明時代　17世紀 磁器

101 79 景
けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

古
こ

染
そめ

付
つけ

桔
き

梗
きょう

香
こう

合
ごう

一合 明時代　17世紀 磁器

102 80 景
けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

祥
しょん

瑞
ずい

蜜
み

柑
かん

香
こう

合
ごう

一合 明時代　17世紀 磁器

103 81 信
しが

楽
らき

唐
から

松
まつ

香
こう

合
ごう

一合 桃山～江戸時代　17世紀 陶器

104 82 山
さん

水
すい

人
じん

物
ぶつ

図
ず

堆
つい

朱
しゅ

香
こう

合
ごう

一合 明時代　14～15世紀 木製漆塗　堆朱

105 83 蓮
はす

文
もん

鎌
かま

倉
くら

彫
ぼり

香
こう

合
ごう

一合 桃山時代　16世紀 木製漆塗

106 84 初代中
なか

村
むら

宗
そう

哲
てつ

（1617～95） 摽
ひょう

有
ゆう

梅
ばい

香
こう

合
ごう

一合 江戸時代　17世紀 木製漆塗　蒔絵

107 85 回
かい

也
や

香
こう

合
ごう

一合 江戸時代　17世紀 瓢　彩色

108 86 黒
くろ

漆
うるし

一
いち

文
もん

字
じ

香
こう

合
ごう

一合 桃山時代　16世紀 木製漆塗

Ⅲ. 茶の道にみちびかれ　7月7日（土）～ 9月2日（日）

中之島香雪美術館開館記念展   

「珠玉の村山コレクション」 
� ～愛し、守り、伝えた～

元は茶の湯が好きではなかった、と語っていた村山龍平が、その言葉とは裏腹に、美術品の鑑賞から次第に
茶の湯へと傾倒し、大阪を中心とした実業家18名が参加する茶の湯の会「十八会」の発起人に名を連ねまし
た。村山が茶の湯に導かれつつ収集した茶道具の優品とともに、明治35年（1902）に大阪の自邸で開いた第３
回十八会、大正11年（1922）に京都・鷹峯の光悦寺で開催された壬

じん

戌
じゅつ

光悦会、同13年に神戸御影の自邸で開い
た玄

げん

庵
なん

残
なごり

茶会について、当時の記録をもとに道具の組み合わせを紹介します。さらに、大正時代に刊行され
た名物茶道具カタログである『大正名器鑑』に収録された秘蔵の茶入と茶碗をまとめて展示します。

［主催］	公益財団法人香雪美術館、
	 朝日新聞社、朝日放送テレビ
［会場］	中之島香雪美術館
	 大阪市北区中之島3-2-4 
	 中之島フェスティバルタワー・ウエスト 4階　
	 TEL. 06-6210-3766

出品リスト

◎：重要文化財　
〇：重要美術品

下記の作品については、展示替えがあります。

前期：7月7日（土）～ 8月5日（日）
　　　 79. 龍泉窯　青磁筍花入／86. 千利休　一重切花入／87. 唐物　丸壺茶入　銘 利休丸壺／90. 朝鮮　井戸雷盆水指／ 

96. 野々村仁清　銹絵染付鴨形香炉

後期：8月7日（火）～ 9月2日（日）
　　　 83. 信楽　鬼桶水指　銘 賤女／88. 黒漆中棗／91. 小堀遠州　唐竹花入／92. 高取　鉄釉茶碗／93. 高取　鉄釉砂金袋形建水／ 

97. 尾形乾山　尾形光琳絵付　銹絵枯蘆小禽図角皿

※前期・後期で場面替：23. 池大雅　六遠図・試錐図巻

Ⅰ.　美術を愛して Cherishing the Arts of Japan 2018年3月21日（水・祝）～ 4月22日（日）

Ⅱ.　美しき金に心をよせて Captivated by Gold 4月28日（土）～ 6月24日（日）

Ⅲ.　茶の道にみちびかれ Guided by the Way of Tea 7月7日（土）～ 9月2日（日）

Ⅳ.　ほとけの世界にたゆたう Dri�ing through the World of the Buddhas 10月6日（土）～12月2日（日）

Ⅴ.　物語とうたにあそぶ Delighting in Tales and Poetry 12月15日（土）～2019年2月11日（月・祝）



No. 図録掲載
番号 指定 作者・制作地 作品名 員数 時代 材質・技法

11
高
たか

取
とり

　
宮
みや

崎
ざき

友
ゆう

禅
ぜん

（1654～1736）絵付
銹
さび

絵
え

竹
たけ

図
ず

茶
ぢゃ

碗
わん

一口 江戸時代　17～18世紀 陶器

12 92 中国・東南アジア 独
こ

楽
ま

食
じき

籠
ろう

一合 18～19世紀 木製漆塗

13 中国・東南アジア 砂
さ

張
はり

輪
りん

花
か

大
おお

皿
ざら

一口 17世紀 響銅製

14 93 中国・東南アジア 天
あま

川
かわ

煙
た ば こ

草入
いれ

一合 17～18世紀 木製漆塗

15 如
にょ

意
い

一本 木製

16 景
けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

瑠
る

璃
り

釉
ゆう

蓮
はす

文
もん

水
すい

注
ちゅう

一口 明時代　16世紀 磁器

17 中国 白
はく

磁
じ

煎
せん

茶
ちゃ

碗
わん

五客 清時代　19世紀 磁器

18 椰
や

子
し

蓮
れん

弁
べん

形
がた

茶
ちゃ

托
たく

五客 明治時代　19世紀 椰子　漆塗

19 94 漳
しょう

州
しゅう

窯
よう

呉
ご

州
す

赤
あか

絵
え

玉
たま

取
どり

獅
じ

子
し

文
もん

鉢
ばち

一口 明時代　17世紀 磁器

20 東南アジア 溜
ため

塗
ぬり

四
よ

方
ほう

盆
ぼん

一口 18～19世紀 籐製漆塗

21 備
び

前
ぜん

火
ひ

入
いれ

一口 桃山時代　17世紀 陶器

22 95 中国・東南アジア 独
こ

楽
ま

煙
た ば こ

草入
いれ

一合 16～17世紀 木製漆塗

23 96 ○ 池
いけの

大
たい

雅
が

（1723～76） 六
りく

遠
えん

図
ず

・試
し

錐
すい

図
ず

巻
かん

一巻 江戸時代　六遠図：18世紀
試錐図：宝暦12年（1762）

六遠図：絹本墨画　
試錐図：絹本淡彩

24 97 長
なが

沢
さわ

芦
ろ

雪
せつ

（1754～99） 山
さん

家
か

寒
かん

月
げつ

図
ず

一幅 江戸時代　18世紀 絹本墨画

25 98 松
まつ

村
むら

景
けい

文
ぶん

（1779～1843） 箭
や

竹
だけ

図
ず

一幅 江戸時代　19世紀 絹本着色

第２章　壬戌光悦会

26 （伝）本
ほん

阿
あ

弥
み

光
こう

悦
えつ

（1558～1637） 日
じつ

月
げつ

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

六曲一双 江戸時代　17世紀 紙本金地着色

27 （伝）辻
つじ

与
よ

次
じ

郎
ろう

（生没年不詳） 阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

釜
がま

一口 桃山時代　16～17世紀 鉄製

28 99 菊
きく

桐
きり

文
もん

蒔
まき

絵
え

炉
ろ

縁
ぶち

一口 江戸～明治時代　19世紀 木製漆塗　蒔絵

29 南
なん

蛮
ばん

灰
はい

器
き

一口 17～18世紀 陶器

30 灰
はい

匙
さじ

一口 江戸時代　17～19世紀 木・鉄製

31 桑
くわ

柄
え

火
ひ

箸
ばし

一組 江戸時代　17～19世紀 木・鉄製

32 （伝）金
かな

盛
もり

徳
とく

元
げん

（生没年不詳） 素
す

張
ばり

小
さ

角
さ

豆
げ

鐶
かん

一双 江戸時代　17～19世紀 鉄製

33 龍
りゅう

泉
せん

窯
よう

青
せい

磁
じ

一
いち

葉
よう

香
こう

合
ごう

一合 明時代　17世紀 磁器

34 100 （伝）樂
らく

道
どう

入
にゅう

（1599～1656） 楽
らく

焼
やき

耳
みみ

付
つき

水
みず

指
さし

　銘
めい

 大
だい

名
みょう

一口 江戸時代　17世紀 陶器

35 朝
ちょう

鮮
せん

刷
は

毛
け

目
め

象
ぞう

嵌
がん

花
はな

文
もん

鉢
ばち

一口 朝鮮時代　16〜17世紀 陶器

36 美
み

濃
の

志
し

野
の

草
そう

花
か

文
もん

火
ひ

入
いれ

一口 桃山時代　17世紀 陶器

37 101 中国・東南アジア 朱
しゅ

漆
うるし

耳
みみ

付
つき

煙
た ば こ

草入
いれ

一合 17～18世紀 木製漆塗

別章　村山収集の墨跡と浮世絵

38 喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

（1753?～1806） 月
つき

見
み

の母
はは

と娘
むすめ

図
ず

一幅 江戸時代　18～19世紀 絹本着色

39
歌
うた

川
がわ

豊
とよ

国
くに

（1769～1825）
山
さん

東
とう

京
きょう

伝
でん

（1761～1816）賛
花
おい

魁
らん

道
どう

中
ちゅう

図
ず

一幅 江戸時代　18〜19世紀 絹本着色

40 54 ◎ 大
だい

慧
え

宗
そう

杲
こう

（1089～1163） 尺
せき

牘
とく

　才
さい

長
ちょう

老
ろう

宛
あて

一幅 南宋時代　12世紀 紙本墨書

41 55 夢
む

堂
どう

曇
どん

噩
あ

（1285～1373） 送
そう

別
べつ

頌
しょう

軸
じく

序
じょ

一幅 元時代　天暦２年（1329） 紙本墨書

42 56 宗
しゅう

峰
ほう

妙
みょう

超
ちょう

（1282～1337） 法
ほう

語
ご

 与
どうじんぜんににあたう

道刃禅尼 一幅 南北朝時代　建武４年（1337） 紙本墨書

No. 図録掲載
番号 指定 作者・制作地 作品名 員数 時代 材質・技法

第３章　玄庵残茶会

43 102 （伝）長
ちょう

次
じ

郎
ろう

（生没年不詳） 炮
ほう

烙
ろく

一口 桃山時代　16世紀 陶器

44 104 藪
やぶの

内
うち

剣
けん

仲
きゅう

（1536～1627） 一
いち

重
じゅう

切
ぎり

花
はな

入
いれ

一口 桃山時代　17世紀 竹製

45 103 美
み

濃
の

赤
あか

織
おり

部
べ

茶
ぢゃ

碗
わん

一口 桃山時代　17世紀 陶器

46 織
お

田
だ

有
う

楽
らく

斎
さい

（1547～1621） 茶
ちゃ

杓
しゃく

　銘
めい

 初
はつ

霜
しも

一口 桃山時代　17世紀 竹製

47 南
なん

蛮
ばん

ハンネラ建
けん

水
すい

一口 明時代　17世紀 陶器

48 信
しが

楽
らき

竹
たけ

形
がた

蓋
ふた

置
おき

一口 江戸時代　17世紀 陶器

49 105 備
び

前
ぜん

十
じゅっ

角
かく

鉢
ばち

一口 桃山時代　17世紀 陶器

50 106 景
けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

祥
しょん

瑞
ずい

捻
ねじり

文
もん

鉢
ばち

一口 明時代　17世紀 磁器

51 107 漳
しょう

州
しゅう

窯
よう

呉
ご

州
す

染
そめ

付
つけ

蟹
かに

文
もん

皿
ざら 十九枚の

うち五枚 明時代　17世紀 磁器

52 108 景
けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

青
せい

磁
じ

扇
おうぎ

文
もん

向
むこう

付
づけ

五客 明時代　17世紀 磁器

53 109 （伝）宮
みや

崎
ざき

寒
かん

雉
ち

（1628～1712） 砂
さ

金
きん

袋
ぶくろ

形
がた

燗
かん

鍋
なべ

一口 江戸時代　17～19世紀 鉄製

54 110 漳
しょう

州
しゅう

窯
よう

呉
ご

州
す

赤
あか

絵
え

花
か

鳥
ちょう

文
もん

徳
どっ

利
くり

二口 明時代　17世紀 磁器

55 111 唐
から

津
つ

灰
かい

釉
ゆう

盃
はい

一口 桃山時代　17世紀 陶器

56 112 備
び

前
ぜん

耳
みみ

付
つき

花
はな

入
いれ

　銘
めい

 蝸
か

牛
ぎゅう

一口 江戸時代　17世紀 陶器

57 久
きゅう

以
い

（生没年不詳） 木
き

地
じ

炉
ろ

縁
ぶち

一口 江戸時代　17～19世紀 木製

58 113 名
な

越
ごし

浄
じょう

味
み

（生没年不詳） 秋
あき

草
くさ

文
もん

長
なが

耳
みみ

付
つき

筒
つつ

釜
がま

一口 江戸時代　17～19世紀 鉄製

59 萩
はぎ

蒔
まき

絵
え

柄
え

火
ひ

箸
ばし

一組 江戸時代　18世紀 鉄製　
木製漆塗　蒔絵

60 藪
やぶの

内
うち

竹
ちく

猗
い

（1792～1869） 千
せん

本
ぼん

松
まつ

風
ふ

炉
ろ

先
さき

屏
びょう

風
ぶ

二曲一隻 江戸～明治時代　19世紀 紙本墨画淡彩

61 114 瀬
せ

戸
と

鉄
てつ

釉
ゆう

水
みず

指
さし

一口 江戸時代　17世紀 陶器

62 115 溜
ため

塗
ぬり

菊
きく

形
がた

茶
ちゃ

器
き

一合 江戸時代　18世紀 木製漆塗

63 朝
ちょう

鮮
せん

刷
は

毛
け

目
め

茶
ぢゃ

碗
わん

一口 朝鮮時代　16～17世紀 陶器

64 116 樂
らく

一
いち

入
にゅう

（1640～96） 黒
くろ

楽
らく

茶
ぢゃ

碗
わん

　銘
めい

 落
おち

葉
ば

一口 江戸時代　17世紀 陶器

第４章　『大正名器鑑』掲載の道具

65 高
たか

橋
はし

義
よし

雄
お

編 大
たい

正
しょう

名
めい

器
き

鑑
かん 十一冊の

うち二冊 大正10年～昭和２年（1921～27）

66 117 唐
から

物
もの

文
ぶん

琳
りん

茶
ちゃ

入
いれ

　銘
めい

 半
はん

月
げつ

一口 南宋～元時代　13～14世紀 陶器

67 118 唐
から

物
もの

大
だい

海
かい

茶
ちゃ

入
いれ

　銘
めい

 唐
から

大
だい

海
かい

一口 南宋～元時代　13～14世紀 陶器

68 119 ◯ 瀬
せ

戸
と

肩
かた

衝
つき

茶
ちゃ

入
いれ

　銘
めい

 堪
かん

忍
にん

一口 江戸時代　17世紀 陶器

69 120 瀬
せ

戸
と

大
だい

覚
かく

寺
じ

手
で

茶
ちゃ

入
いれ

　銘
めい

 初
はつ

雁
かり

一口 江戸時代　17世紀 陶器

70 121 瀬
せ

戸
と

小
お

川
がわ

手
で

茶
ちゃ

入
いれ

　銘
めい

 ふる郷
さと

一口 江戸時代　17世紀 陶器

71 122 瀬
せ

戸
と

耳
みみ

付
つき

茶
ちゃ

入
いれ

　銘
めい

 不
き か ざ る

聞猿 一口 江戸時代　17世紀 陶器

72 123 高
たか

取
とり

鮟
あん

鱇
こう

茶
ちゃ

入
いれ

　銘
めい

 腰
こし

簑
みの

一口 江戸時代　17世紀 陶器

73 124 瀬
せ

戸
と

・美
み

濃
の

黄
き

天
てん

目
もく

一口 室町時代　16世紀 陶器

74 125 龍
りゅう

泉
せん

窯
よう

系 人
にん

形
ぎょう

手
で

宝
たから

尽
づくし

文
もん

茶
ぢゃ

碗
わん

一口 明時代　15～16世紀 磁器


